
問

か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん

ぼ
の
休
廃
止
だ
が
、
当
初

の
設
置
目
的
で
あ
る
「
地

域
住
民
の
健
康
と
福
祉
の

た
め
」
と
言
う
原
点
に
立

っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
。

採
算
性
よ
り
も
住
民
に
と

っ
て
必
要
な
施
設
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

ぼ
ん
ぼ
を
含
む
温
泉
施

設
は
、
合
併
前
に
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
住
民
の
願
い
を

受
け
て
住
民
の
健
康
と
福

祉
の
た
め
に
創
ら
れ
た
施

設
で
あ
る
。

ぼ
ん
ぼ
の
存
続
を
求
め

る
署
名
は
、
わ
ず
か

日
10

間
余
り
で
朝
日
地
域
１
５

９
７
人
（
※
）
、
地
区
外

９
０
３
人
、

自
治
会
長

38

の
内

人
の
会
長
、
老
人

23

ク
ラ
ブ
会
長
２
人
が
署
名

し
今
も
署
名
が
増
え
て
い

る
。
こ
れ
は
朝
日
地
域
の

住
民
の
民
意
で
は
な
い

か
。ま

ず
は
、
休
止
と
し
た

決
定
を
一
旦
白
紙
に
戻
し

て
、
改
め
て
関
係
者
、
地

域
住
民
の
知
恵
と
工
夫
を

結
集
し
て
温
泉
施
設
と
し

て
残
す
よ
う
に
再
検
討
を

す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

※
朝
日
地
域
の
有
権
者
数

は
３
８
２
０
人
。
署
名
は

12

月
７
日
時
点
で
１
９
９

９
人
分
に
ま
で
増
え
て
い

ま
す
。

朝
日
支
所
長

平
成
５
年

に
「
健
康
と
福
祉
の
里
」

と
位
置
づ
け
て
開
設
し

た
。入

浴
者
数
が
年
々
減
少

し
て
お
り
、
営
業
で
生
じ

る
損
失
は
平
均
し
て
年
間

１
９
０
０
万
円
で
、
市
が

負
担
し
て
い
る
。

経
費
節
減
と
利
用
促
進

に
努
め
て
い
る
が
入
館
者

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

っ
て
い
な
い
。

こ
の
１
年
半
、
運
営
形

態
の
変
更
や
譲
渡
を
検
討

し
て
き
た
が
、
現
状
で
は

引
き
受
け
手
が
な
い
。

今
年
度
末
で
休
止
を
前

提
に
、改
め
て
地
域
住
民
、

関
係
者
の
知
恵
を
参
考
に

施
設
の
有
効
利
用
の
可
能

性
を
検
討
し
て
い
く
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
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菅 井 巌
中 楯 9 6
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１
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
、
①
か
た
く
り
温
泉
ぼ

ん
ぼ
休
廃
止
、
②
美
原
町
地
内
の
交
差
点
の
改
良
に
つ

い
て
、
市
当
局
を
質
し
ま
し
た
。

日
余
で
地
域
住
民
の
半
数
近
い
署
名

10

日
に
行
わ
れ
た
会
派

14
代
表
者
会
議
で
、
市
当
局

か
ら
低
所
得
者
等
へ
の
灯

油
購
入
助
成
を
行
う
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

山
形
県
で
「
福
祉
灯
油
」

の
補
正
予
算
が
付
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
鶴
岡
市
で

も
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

対
象
者
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
で
あ
っ
て
①
高

齢
者
単
身
又
は
高
齢
者
の

み
世
帯
②
重
度
要
介
護
高

齢
者
又
は
重
度
障
害
者
が

い
る
世
帯
③
ひ
と
り
親
世

帯
で
す
。

一
世
帯
５
０
０
０
円
の

補
助
で
、
来
年
１
月
下
旬

か
ら
書
類
発
送
・
受
付
・

審
査
が
始
ま
り
、
３
月
市

議
会
の
補
正
予
算
可
決
後

に
口
座
に
入
金
と
な
り
ま

す
。

１２日の県議会予算特別委員会で日本共産党の関

徹県議は質問を行い、①自衛隊の新任務派遣命令

中止・撤退を、②社会保障制度改悪についての所

見、③改正「発達障害者支援法」を踏まえいっそうの

支援充実を、④就学支援制度を周知し漏れなく受け

られるように、⑤地域主導の再生可能エネルギーで

産業振興を、⑥林業労働力の確保と公共建築物木

造化の推進、の６点について知事の見解を質しまし

た。

問

第
四
コ
ミ
セ
ン
の
横

か
ら
美
原
町
に
抜
け
る
交

差
点
で
、
こ
の
１
年
間
余

の
間
に
２
人
の
交
通
事
故

死
亡
者
が
出
て
い
る
。

変
形
し
た
十
字
路
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
歩
行
者
確
認
が
し

づ
ら
く
、
歩
行
者
も
予
測

よ
り
も
渡
る
の
に
時
間
が

か
か
る
と
思
わ
れ
る
。

交
通
事
故
防
止
の
安
全

対
策
と
し
て
、
市
と
し
て

の
安
全
対
策
及
び
横
断
歩

道
の
設
置
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
な
ど
明
る
さ
の
改
善

対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

建
設
部
長

美
原
町
地
内

の
市
道
八
日
町
湯
田
川
線

で
第
四
コ
ミ
セ
ン
に
つ
な

が
る
交
差
点
で
２
年
続
け

て
死
亡
事
故
が
起
き
て
い

る
。

月
９
日
の
事
故
発
生

11

翌
日
に
関
係
団
体
に
よ
る

対
策
会
議
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
横
断
歩
道
設

置
と
交
差
点
部
分
の
明
確

化
、
安
全
確
認
を
促
す
路

面
表
示
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
た
。

市
と
し
て
は
ド
ッ
ト
ラ

イ
ン
及
び
ク
ロ
ス
マ
ー
ク

を
年
内
に
設
置
す
る
。

横
断
歩
道
の
設
置
は
、

鶴
岡
警
察
署
に
よ
る
と
早

く
て
来
春
と
な
る
と
聞
い

て
い
る
。

道
路
照
明
は
、
照
度
は

満
た
し
て
い
る
も
の
の
設

置
か
ら

年
経
過
し
て
お

24

り
、
年
度
内
に
更
新
し
た

い
。

美
原
町
地
内
交
差
点
の
安
全
対
策
は

死亡事故が続発した美原町地内交差点



鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
が
、

日
閉
会
し
ま
し

16

た
。今

議
会
に
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算

億
２
千
万

14

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
１
億
６
６

０
０
万
円
、
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
１
６
０

０
万
円
、
下
水
道
事
業
予

算
の
債
務
負
担
行
為
の
補

整
の
予
算
議
案
と
鶴
岡
市

文
化
会
館
設
置
及
び
管
理

条
例
の
制
定
な
ど
の
９
つ

の
条
例
議
案
、

施
設
の

14

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
全
会
一
致
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
が

発
議
し
た
「
規
制
改
革
推

進
会
議
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
『
農

協
改
革
に
関
す

る
意
見
』
の
撤

回
を
求
め
る
意

見
書
」
は
共
産

党
市
議
団
、
市

民
ク
ラ
ブ
な
ど

が
賛
成
し
ま
し

た
が
、
新
政
ク

ラ
ブ
、
政
友
公

明
ク
ラ
ブ
な
ど

の
反
対
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
太
一
市

議
が
文
化
会
館

の
管
理
運
営
問

題
や
か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん

ぼ
の
存
続
を
取
り
上
げ
た

の
を
は
じ
め
、
加
藤
鉱
一

議
員
が
公
共
下
水
道
の
汚

水
マ
ス
設
置
の
問
題
や
学

校
給
食
費
無
料
化
を
求

め
、
菅
井
巌
議
員
が
介
護

保
険
事
業
、
林
業
政
策
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
な
ど

市
民
の
要
望
実
現
に
が
ん

ば
り
ま
し
た
。

2016年１２月議会　会派で賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
無 無 市民クラブ 共産党 政友公明 新政クラブ
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農協解体をねらう規制改革推進会議ＷＧ

の意見撤回を求める意見書
● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

行政の積極的な関与と指導を求める「30年

産を目途とする生産数量目標配分の見直
しにかかる市農業振興協議会の機能発揮

に関する請願」（市農協・庄内たがわ農協）

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月15日入札分

・鳥居町北公園公衆トイレ改築工事（鳥居町4-1の一部）（入札5業者）
(株)誠朋建設 8,400,000円（8,640,000円）工期～29/3/22（落札率97.2％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
12月15日入札分

・市道八久和線 上名川トンネル照明灯更新工事（上名川地内）（入札12業者）
(有)大久保電気工事店 10,450,000円（10,786,000円）工期～29/3/24（落札率96.9％）
・市道温海１号線 温海トンネル測量調査補修設計業務（温海地内）（入札14
業者うち3業者辞退）
アジア航測(株) 11,400,000円（14,188,000円）期間～29/3/24（落札率80.3％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月14日入札分

・市公共下水道事業 汚水1I059-1号新設工事（湯田川地内）（入札5業者）
田川砂利工業(株) 2,000,000円（2,176,000円）工期～29/2/17（落札率91.9％）

鶴
岡
民
主
商
工
会
（
民

商
＝
菅
原
健
一
会
長
）
は

日
、
鶴
岡
市
に
対
す
る

13要
請
と
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。民

商
か
ら
の
参
加
は
６

人
。
市
か
ら
は
商
工
観
光

部
か
ら
阿
部
課
長
を
は
じ

め
３
人
が
応
対
し
ま
し

た
。冒

頭
に
菅
原
会
長
が

「
中
小
零
細
業
者
の
営
業

と
暮
ら
し
の
苦
し
さ
は
、

も
う
経
営
努
力
の
域
を
超

え
て
い
る
。
今
こ
そ
、
地

元
自
治
体
か
ら
の
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

う
。
自
営
業
者
に
光
を
当

て
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
要
請

項
目
に
沿
う
形
で
各
担
当

課
か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
が
、
国
や
県
の
考
え

方
そ
の
も
の
の
回
答
に
終

始
し
、
参
加
者
か
ら
次
々

と
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

菅
原
会
長
が
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
高

い
経
済
効
果
を
生
か
し
て

商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成

に
踏
み
出
す
こ
と
や
、「
中

小
企
業
振
興
条
例
」
制
定

を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
朝
日
の
役
員
が

過
疎
化
で
利
用
者
が
減
っ

て
い
る
と
い
う
自
分
の
商

売
に
も
触
れ
な
が
ら
、
朝

日
地
域
の
買
い
物
難
民
へ

の
支
援
を
訴
え
た
り
、
国

保
税
の
支
払
い
に
四
苦
八

苦
し
て
い
る
第
３
支
部
の

役
員
の
声
を
紹
介
し
、
納

税
で
生
活
を
圧
迫
し
て
い

る
不
条
理
を
告
白
。
払
え

る
よ
う
な
し
く
み
に
し
て

欲
し
い
と
訴
え
る
な
ど
、

発
言
は
多
岐
に
渡
り
ま
し

た
。市

の
阿
部
課
長
か
ら
は

「
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
は
高

く
評
価
し
て
い
る
が
、
独

自
で
続
け
ら
れ
る
財
政
は

な
く
、
県
頼
み
に
な
る
。

商
店
改
装
の
助
成
も
予
算

的
に
商
店
街
対
策
が
精
一

杯
。
朝
日
地
域
の
過
疎
化

は
危
機
意
識
を
持
っ
て
対

策
を
考
え
て
い
る
。
国
保

の
納
入
の
ル
ー
ル
は
制
度

を
維
持
す
る
た
め
。
市
民

生
活
を
支
え
る
の
が
税
の

役
目
な
の
で
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
要
望
に
一
定
の
理
解

を
示
し
つ
つ
も
、
前
向
き

な
回
答
を
得
る
に
は
い
た

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
市
職
員
か
ら
も

所
得
税
法

条
廃
止
の
請

56

願
に
つ
い
て
全
国
の
様
子

を
聞
か
れ
た
り
、
お
互
い

に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
を

交
え
て
、
鶴
岡
が
県
外
か

ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
実
例
が
出
さ
れ
た
り

と
和
や
か
な
懇
談
と
な
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
「
こ
う
し
た

意
見
交
換
の
場
は
、
年
に

一
度
で
は
足
ら
な
い
。
ぜ

ひ
審
議
会
を
設
置
し
て
も

ら
っ
て
、
そ
こ
で
ま
た
意

見
を
交
わ
し
ま
し
ょ
う
」

と
伝
え
て
、
懇
談
を
終
え

ま
し
た
。

懇
談
後
、
参
加
し
た
役

員
の
感
想
は
、
「
直
接
意

見
を
言
え
て
よ
か
っ
た
。

こ
の
場
で
す
ぐ
解
決
に
は

な
ら
な
い
話
な
の
で
、
今

度
は
み
ん
な
で
相
談
に
乗

り
込
み
た
い
」
と
自
治
体

交
渉
に
手
ご
た
え
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。


